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「家庭に入ってくるマルチメディア」のひ

な型として、オンラインショッピングはビ

デオ・オン・デマンドと並び、あちこちで

未来像が描かれている。

自宅にいながらにして世界中のショッピ

ングモールを歩き回り、気に入った商品が

あればその場でオーダー。数日後には商品

が手元に届き、代金はクレジットカードで

決済される。売り手は店舗の必要がなく低

コストオペレーションが実現してハッピー、

買い手もわざわざ出掛ける手間がないので

こちらもハッピー……。こういうビジネス

の形態にかなり多くの企業が興味を示し、

また多くの企業が出店を検討している。が、

すでにサービスを始めている企業はとなる

と、国内ではそう多くない。

技術的にはじゅうぶんに実現可能だし、

これまでもこのページで取り上げてきたよ

うにPRに関わるものはひじょうに多いのだ

が、国内に限ってみれば実際に売ることを

目的としたサイトはまだ珍しいといっても

さしつかえない状況だ。そんな中、この4月

からサービスを始めた「ANA INTERNET

SHOP」が目立っている。ご存じ全日空の

機内通販をインターネット上に展開したも

ので、クレジットカードによって商品を購

入することができる。サイバースペースへ

の出店の勝算はいかに。

社内的にもすんなり話が通った

全日空商事株式会社の直販部通信販売

課、篠田佳克さんにまずスタートの経緯か

ら聞いてみた。

「お客様が商品を注文する手段として従

来はフリーダイヤル、FAX、カタログ添付

のハガキがあり、昨年の10月からはニフテ

ィサーブでの通信販売がスタートしていま

した。パソコン通信でのサービスは通信販

売をカタログショッピングからオンラインシ

ョッピングへ領域を広げるものとして期待

してのスタートでした。

ちょうどニフティでのサービスが立ち上

がった直後から、オンラインショップの2店

目を出店しようと、大手のパソコン通信会

社さんといくつかお話をさせていただいて

検討していました。会員の年齢構成が当社

の従来の顧客層と近かったことからアサヒ

ネットさんにお願いしようと話がすすんで

いったのですが、アサヒネットの運営会社

であるアトソンさんのほうから『どうせなら

インターネットでやりましょうよ』と、ご

提案をいただいたわけです。

パソコン通信でのサービスはそれなりの

成果も上げはじめていましたが、いかんせ

ん文字だけの情報しか提供できないという

点に物足りなさを感じていました。画像を
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全日空商事は、この4月にASAHIネットが運営するWWWサーバー「MMJP」でオン

ラインショッピングコーナー「ANA INTERNET SHOP」を開設した。これは、全日空

の機内で展開している「ANA SKY SHOP」のインターネットバージョンである。
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含めて情報提供できるというのは、われわ

れにとっても願ってもないことで社内的に

もすんなり話が通り、この4月からサービス

を開始したわけです」

品ぞろえには、いつも心を砕いている

通信販売であるから消費者は直接商品を

手にとって見ることをしないまま、商品を

購入するか否かの決断をしなければならな

い。売り手としてはそれだけ力のある商品

をそろえなければならず、さらにカタログは

商品の魅力を写真やキャッチコピーで余す

ところなく伝えきっていなければならない。

流通や代金回収については宅配便や信販

会社に委託するわけだから、通信販売会社

は品ぞろえとその訴求に大きなエネルギー

を注ぐことになる。これは一般の店舗販売

で店内のディスプレイや品ぞろえに配慮す

る以上のものがあるに違いない。

たとえば、こんな商品がある。代表的ロ

ングセラーの「トラベルコンポ」という鞄

の３点セットである。最近街でよく見かけ

るハンドルと車輪のついたピギーバッグ（子

豚を引いて歩く様子に似ていることから鞄

業界ではこう呼ばれる！）と、ショルダー

でも手提げでも使える２ウェイバッグ、さ

らにスーツ２着分の収納力を持つスーツバ

ッグの３つがセットになったコンポシステム

で、ピギーバッグに残り2つを固定できる仕

組みになっている。3つのバッグのデザイン

は統一されており、組み合わせてもバラバ

ラに使ってもそれなりにサマになる。全部

を合体させればスーツケースなみの収納量

がありながら、片手で引いて持ち歩くこと

ができる。そして価格は19500円。

だいたいが飛行機に乗っている人たちは

旅行の真っ最中であり、座席に収まってい

る限りにおいて、手持

ち無沙汰である。さ

っきまで重い荷物を抱

えて階段を上がったり

降りたりしてようやく

一息ついたところなの

だから、鞄については

少なからず不満を抱い

ているとみて間違いな

い。そんな人たちに、

これだけ効能書きのし

っかりした鞄を、使っ

ているシーンに合わせ

た写真も含めてＰＲ

する。たいへん訴求力

は強い。実際、この

商品だけのPRを注文

票も合わせて新聞広

告に出しているのだか

ら、売れ行きのほどが

うかがえる。

また『スチュワーデス物語』という各地

名産品の頒布会や、ゴルフ関連用品、各

地の旬の食べ物、航空機のミニチュアなど

も扱っている。「姿も味もこのうえなし。初

夏の朱色を桐箱でお届け」というキャッチ

コピーで紹介されている1kgなんと20000円

の『山形さくらんぼ・特秀LL玉』まである。

「そこまでする必要はないのにと言われな

がら、ウチの人間が山形へ飛んで買い付け、

出荷の際にも現地へ行っています。さくら

んぼといってもピンからキリまでありまし

て、契約している農園は実にいい木を持っ

ているんですよ。何百本あるなかの数本の、

しかも日光が直接当たらないで、色付きの

いい場所に実ったさくらんぼというと、ほ

んの少ししかありません。これはほんとに

違います。スーパーで買って美味しかった

からといっても、それはたまたま運がよか

っただけ。ですが、このさくらんぼの場合

は必ず素晴らしく美味しい。日本で手に入

る究極のさくらんぼです」

さらに、そのさくらんぼの鉢植えも売ら

れている。『霜害にあいやすく、花が咲いて

も実を結ぶとは限らず、半数は実がつかな

いという貴重品。贈り物に最適です』とあ

るが、なかなか買うのには勇気がいりそうだ。

いずれにしても「そこまで言う」という

くらい、1つ1つの商品に物語が詰め込まれ

ている。物を売るということはこういうこ

となのだと思い知らされた次第。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

直販部通信販売課
篠田佳克氏
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サーバーアドレス

●ANA  INTERNET SHOPのホームページ

●クレジットカードで
買うことができる

●商品カタログのトップページ

直接商品を手にとってみることができな

いだけに、それこそが通販ビジネスのかん

どころなのだろう。

「ANAという大きなブランドにふさわしい

品ぞろえという点では、いつも心を砕いて

います」（篠田氏）

クレジットカードが使える
オンラインショッピング

インターネットで紹介されているこれら

の商品は、カタログに掲載されているもの

とまったく同じである。コンテンツもその

まま流用されている。つまりカタログに使

用したものと同じキャッチコピーや写真が

サーバーの運営者であるアトソンに渡され、

アトソン側でHTML化の作業がすすめられ

ている。

「実際にどのくらい売れるかは予測しよう

がないわけで、立ち上げにあたってはでき

るだけお金のかからない軽いシステムでス

タートさせたかった」（篠田氏）

実際の受注業務は、ANAテレマートと

いう別会社が行っている。航空機の予約業

務を行っている傍らで、電話、FAX、ハガ

キによる注文を受け付けているそうだが、

すでにできあがっているシステムにインター

ネットの通信販売を少々手直しして乗せる

形にした。新たに大掛かりなシステムをつ

くる必要はなく、コストは最小限で済んだ。

これで済むなら、オンラインショップがも

っともっと増えてもいいのではないかと思う

が、そうもいかない理由の1つは「セキュリ

ティー対策」だ。

「ANA INTERNET SHOP」が目立って

いるのは、サーバー上に入力フォームを設

けて直接の申し込みを受け付けている点が

まず第一に上げられる。

「セキュリティー対策についての専門的な

話に関しては、アトソンさんにいろいろ検

討してもらってきました。さまざまなケー

スを想定し、それに関して十分納得できる

答えをいただいたわけです。もちろん100パ

ーセント安全とは言い切れませんが、これ

は他の方法と同じレベルであれば問題なか

ろうという結論でした」

あっさりと話が終わってしまったが、で

はアトソン側はどのようなスタンスなのだろ

うか。

「（UUCPのように）いったん溜めて、それ

を送り出すというわけではないので（カー

ド番号盗窃は）電話を盗聴されるくらいの

リスクと考えています」（アトソン担当者）

考えてみれば、ユーザーの情報がアトソ

ン側のサーバーにたどり着くまでの段階で

起こる事態については、彼らは当然のこと

ながら責任を負うべき立場ではないといえ

よう。というのは、電話なりFAXなり発注

側には別の注文手段を使うオプションが用

意されていて、その上でインターネット経

由で注文することを選んだのは発注者であ

り、おまけにネットスケープのようなブラウ

ザーが親切にも［submit］のボタンを押す

段階で、その危険性について警告を与えて

くれている。それでもやるというのなら、た

とえどこかの誰か悪意を持った人間が途中

で流れていくパケットをモニタリングし、そ

れを悪用したとしても、コードレス電話や

携帯電話（とくにアナログ）で重要な話を

するのが不用意なのと同じレベルで、発注

した側が不用意だったという話になるので

はないか。

そう思ったのは、アトソンや全日空商事

がセキュリティー対策というとき、それは

注文を受け付けた後の情報の管理を指して
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おり、われわれのいうセキュリティーとは微

妙に意味の違いを感じたからだ。

説明によると、アトソン側のサーバーに

蓄積される受注情報は暗号化され、全日空

商事側からしか見ることができないシステ

ムだ。もちろんその領域に外部から侵入す

ることはできないし、その情報が全日空商

事（正確には受注業務を受託しているANA

テレマート）に転送された段階で、アトソン

側ではそれを消去してしまう。これは同じ

品物が2つ送られてくるようなトラブルを避

けるためであり、もし届かなかった情報があ

ったとしても、それはどこかに紛れたので

はなく消えてなくなったのだと断言できる

システムになっているという。トラブルがあ

ったとしても、いっそ注文そのものがなく

なってしまえば、少なくとも顧客の財布を

痛めることはないという配慮からであろう。

ネットスケープに搭載され、インターネ

ットでの暗号システムの標準となりつつあ

る「RSA公開鍵システム」や「コマースサ

ーバー」などの必要性に関しては、「各方

面からお話をいただきますが、今後ぜひ検

討していかなければならない課題と考えて

います」（全日空商事）という段階である

ことは触れておきたい。

インターネット利用のノウハウを
蓄積するため

通信販売ではカタログが店舗にあたる。

どういう層を対象にどういう手段でカタロ

グを配布するかという難しさは、言ってみ

ればどんな地域に出店するかという問題と

同じだ。航空旅客への機内サービスの一環

として始まった航空会社のカタログショッ

ピングは、店舗（カタログ）の立地条件の

良さ（目前の座席ポケット）と客層の確か

さ（航空旅客）を背景に、そのシチュエー

ションに見合った商品をそろえることで、

立派なビジネスとして成り立ってきた。商

品のキャッチコピーをいちいち読んでいく

と、ここには膨大なノウハウが秘められて

いることが分かる。

「正直言ってインターネットで儲けようと

いうつもりはほとんどありません。が、今後

通信販売のビジネスを続けていくうえで絶

対に必要なノウハウを蓄積できる。そのた

めのオンラインショップなんです」（篠田氏）

まだ始まったばかりのインターネットで

のオンラインショッピングが、今後どのよ

うな形で進化していくのかを見通すことは

まだできない。が、従来の通信販売に代わ

るものというより、当面はそれを補完する

形で発展していくことになるのだろう。

全日空商事がこのサービスを始めるにあ

たっては、なるべく軽装備にして早く離陸

したかったという。そのため、あえて自社

でサーバーを持たずにASAHIネットを利用

することにした。媒体制作も従来あったパ

ンフレットのためのコンテンツを放り込ん

だ。このように軽量なシステムでスタート

することができるのが、インターネットのオ

ンラインショッピングの重要なメリットで

あり、とすれば、今後このような形でオン

ラインショッピングを「まずやってみる」と

いう企業は増えないほうがおかしい。

「クレジットカードの番号」をネット上に

流すことには居心地の悪さを感じる人もい

るだろうが、それをやるかやらないかはこち

ら側に選択権があるのだから、あくまで自

己責任の問題。一日も早く離陸してインタ

ーネットでのビジネスを体験してみようと

いう全日空商事のアプローチには、筆者と

しては声援を送りたいと思う。
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インターネットビジネス利用の現場から●旬の味の一覧

●旬の味、フロリダの
「グレープフルーツ」

●旬の味、究極の「山形
さくらんぼ」

●TOP SELECTは
ベストセラー商品

●TOP SELECTの1つ
「メタルウッド」
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